
先端技術を活用した新製品や新サービスを
対象に募集し、表彰する顕彰事業です。
受賞した製品・サービスに、広報等の支援を実施すること
で、より一層の製品化や地域経済を支える新産業の成長促
進を目的としています。

概ね５年以内に発売された先端技術を活用した新製品・新サービス
（対象期間内に大きな改良・改善した新製品・新サービスも含む。）募集対象

茨城県内に本社・工場・研究所等の主な事業所を有する〈企業〉及び〈個人〉応募資格

募集期間：７月～８月末（2カ月間）
１次審査：９月 ２次審査：10月 表彰式：12月

日 程
（2025年度）

① 革新性
② 市場性
③ 技術的優位性
④ 県内経済への優位性

上記の審査基準をもとに総合的に審査を行います。

審査基準

（１件以内）：賞状及び記念品、賞金100万円
（３件以内）：賞状及び記念品、賞金30万円

＜その他＞受賞者には広報支援等を行います。

表 彰

＜ 2025年度の授賞式の様子＞

大 賞

優秀賞

詳しくはこちら！ いばらきイノベーションアワード公式ホームページ
https://ibaraki-kagaku.com/innovation/

いばらきイノベーションアワードの概要



自動収穫ロボット新製品・
新サービス名AGRIST株式会社受賞者

光学用途向けナノ粒子材料
「OPTITE®」

新製品・
新サービス名株式会社Nano Chemix受賞者大 賞

優秀賞

鳥インフルエンザウイルスの
迅速病原性判定

新製品・
新サービス名

株式会社
野生動物医科学ラボラトリー受賞者

病原性ウイルス判定にかかる期間を約10日から最短１日
に短縮させる検査方法
効率的なウイルス遺伝子増幅技術や蛍光色素による病原性
判定という新規方法により、従来の検査時間約10日から、
遺伝子検査法で最短3 日、蛍光試薬法で最短1 日へ劇的に
短縮し、高病原性鳥インフルエンザの現場対応の迅速化を
図る。

優秀賞

NeuralX 養殖AIアナリティクス新製品・
新サービス名合同会社NeuralX受賞者優秀賞

AIを活用した養殖魚の成長予測や病気・寄生虫検出を
自動化するシステム
水中カメラとセンサーを用いて養殖魚の行動や食欲、病気、
ストレス、寄生虫など複雑な生体挙動を非接触・リアルタイ
ムで高精度に解析・予測できる。それにより効率的な養殖運
営を実現し、持続可能かつ収益性の高い養殖を可能にする。

2025年度に行われた、第６回いばらきイノベーションアワードでは、
４件（大賞1件、優秀賞3件）の製品・サービスが受賞し、表彰されました。

【お問合せ先】
いばらきイノベーションアワード実行委員会事務局
（茨城県産業戦略部技術振興局科学技術振興課内）
電話：029-301-2499 E-mail：kagaku02＠pref.ibaraki.lg.jp

第５回（2024年度）の受賞者第6回（2025年度）の受賞者

独自技術により、高透明化と高屈折率を両立した画期的なナノ粒子材料
独自のナノ粒子精密合成技術と表面修飾技術により、
極小の酸化チタン粒子を均一に有機材料へ分散させる
ことを可能にし、透明性と高屈折率を両立。光学樹脂
の高性能化が可能となり、スマートフォン・センサー
やAR/MRゴーグル、光電融合技術など幅広い光学分野
での応用が期待される。

収穫物を自動で識別し、収穫を行うAI搭載の農業用ロボット
誤収穫防止センサーとカメラにより収穫適期の作物をAIが
識別し、枝などを傷つけず自動収穫が可能。それにより
効率的な農場運営を実現、また常時収集した農場内の
環境データを収穫データと融合し、分析・管理することで、
生育環境の最適化を支援する。


